
1. マーケット・レート
10月26日 10月29日 10月30日 10月31日 11月1日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.6420 3.7200 3.6990 3.7240 3.7020 -0.0220
BRL/JPY Spot 30.72 30.21 30.59 30.32 30.44 +0.12
EUR/USD Spot 1.1403 1.1373 1.1343 1.1310 1.1406 +0.0096
USD/JPY Spot 111.89 112.38 113.15 112.92 112.72 -0.20

6MTH(p.a.) 6.670 6.612 6.581 6.571 6.570 -0.001
1Year(p.a.) 7.189 7.144 7.029 7.026 7.026 0.000
6MTH(p.a.) 3.613 3.400 3.419 3.478 3.650 +0.172
1Year(p.a.) 3.694 3.659 3.641 3.734 3.846 +0.111

株式 85,719.88 83,796.71 86,885.69 87,423.56 88,419.06 +995.50

CDS 207.00 210.67 205.30 204.42 200.97 -3.46

商品 195.506 193.421 191.758 190.966 191.641 +0.675

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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大統領選挙ではボルソナロ氏が当選

28日（日）に実施された大統領選挙決戦投票では、ボルソナ

ロ氏が55.1%の票を獲得し、次期大統領に当選した。これを受

けて週明けのレアルは上昇するも、結果は既に市場にほぼ

織り込まれており、直ぐに売り戻された。今週に入り、同氏は

現在審議中のテメル政権の年金改革案の一部の年内承認を

希望する旨を示す等、年金改革に積極的な意向を示している。

但し、来年1月に新政権の始動を控え、議会は既にレームダッ

ク期間に入っており、本改革案の承認の可能性は低い。他に

も、政府構想の一環として、省の数を半数へ減らす方針を発

表しているものの、現時点では実効性が疑問視されている。
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• 今週のレアルは、ボルソナロ氏の次期大統領への当選を好感して一時的に3.60割れまで上昇するも、その後は3.7を挟んで小
動きに推移。

• 週初29日（月）のレアルは大統領選挙におけるボルソナロ氏当選が好感され、3.5970まで上昇して寄り付き、直後に週間高値
3.5870を付けた。しかし、その後米中通商問題に対する懸念の再浮上等、国外市場のリスクオフ要因を背景に軟調に推移し
再び3.7台まで下落。決選投票前の水準まで値を戻し、週央31日（水）に週間安値3.7430を付けた。週末にかけては2日（金）の
祝日を前に小幅に買い戻され、結局3.7020で週越。

• 29日(月)発表のブラジル中銀アナリストによる経済成長率予想は、2018年が1.34%から1.36%へ、2019年が2.49%から2.50%へそ
れぞれ上方修正された。インフレ率予想は2018年が4.44%から4.43%へ下方修正され、2019年は4.22%で据え置かれた。年末の
為替レートは2018年が3.75から3.71へレアル高方向に修正され、2019年は3.80で据え置かれた。

• 30-31日に実施されたCOPOMでは予想通り政策金利を6.50%で据え置いた。声明文では、前回9月に実施された会合以降、財
政改革の遅れが、新興国全体に関する見通しの悪化と共に更なるインフレ率の上昇を招く懸念が後退したとの旨が示された。
中銀は前回に引き続き、インフレの見通しや、リスク状況次第で低金利による景気刺激策を今後徐々に解消していく意向を示
した。

• 1日、収賄罪などで禁錮12年を言い渡されたルラ元大統領の逮捕を命じたセルジオ・モロ判事が、ボルソナロ次期大統領から
の法務相就任要請を受諾することを表明した。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.65－3.80

国 予想 実績 前回

ブラジル 鉱工業生産(前月比) -1.0% -1.8% -0.3%

ブラジル 鉱工業生産(前年比) -0.8% -2.0% 2.0%

ブラジル 自動車販売台数 -- 254732 213350

ブラジル 総輸出 $23400m $22226m $19087m

ブラジル 総輸入 $16300m $16105m $14116m

米 新規失業保険申請件数 212k 214k 215k

米 失業保険継続受給者数 1640k 1631k 1636k

米 ISM製造業景況指数 59 57.7 59.8

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 11/05 FIPE消費者物価指数(月次) Oct 0.52% 0.39%

ブラジル 11/06 ﾏｰｸｲｯﾄﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ Oct -- 47.3

ブラジル 11/06 ﾏｰｸｲｯﾄﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｻｰﾋﾞｽ業 Oct -- 46.4

ブラジル 11/07 IBGEｲﾝﾌﾚIPCA(前月比) Oct -- 0.48%

ブラジル 11/07 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA(前年比) Oct -- 4.53%

米 11/07 MBA住宅ﾛｰﾝ申請指数 Nov 02 -- -2.50%

ブラジル 11/07 自動車販売台数 Oct -- 213339

ブラジル 11/07 自動車生産台数 Oct -- 223115

ブラジル 11/08 FGV CPI IPC-S Nov 07 -- 0.5%

米 11/08 新規失業保険申請件数 Nov 03 -- 214k

米 11/08 失業保険継続受給者数 Oct 27 -- 1631k

米 11/08 FOMC政策金利(上限) Nov 08 2.3% 2.3%

米 11/08 FOMC政策金利(下限) Nov 08 2.0% 2.0%

米 11/09 PPI 最終需要(前月比) Oct 0.2% 0.2%

米 11/09 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ Nov 97.9 98.6
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5.本日の主要経済指標 

来週のレアルは方向感に乏しい展開を予想する。次期大統領が決定した一方で、新議会の発足の2月4日までは時間がある上、
新政権に関しては政策面の不確定要素が多く、マーケットを大きく動かす材料とはなりづらいものと思われる。
来週6日（火）には米国で中間選挙が実施される。今後の米政権運営の行方を見極める上で注目される。


